
臣

-F
諭

謹

毎

局

-
a
理

荷

車
問
ヤ
セ
量
富
二
現
昭
和
十
=
一
母
八
月
一
回
控
仔

大
正
四
年
ス
月
二
十
一
日
第
三
周
囲
便
物
認
可

，. 

含Z手湯宇奈豆季大関i!帝都京

i春七~.+回議き事ー-...-現

辛子電量目-J'司/""¥.d宇・ 2三 千a ヨflPlf冒

(
禁

ー一一一一一

論

貨
幣
は
被
覆
な
り
や
-
:

日
本
園
民
経
済
の
根
本
性
格
・
j
i
-
-
・:・
j
i
t
-
-
-
続
冊
目
撃
博
士
石

統
計
機
関
論
;
ゅ
:
:
巾
何
L

・
t
-
j
l
i
l
i
-
-
:
:
紹
盟
十
博
士
崎

時

論

述
繋
貿
易
制
(
戸
山
口
一
ウ
印
可
山
内

2
4
に
就
い
て

i
l
i
-
-
経
費
戸
時
土
谷

研

究

鋭
的
制
朝
日
時
肌
何
一
四
一
関
与
豆
」
手
言
畢
士
柴

支
那
経
済
に
於
け
る
銀
の
地
位
:
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:
経

済

率

士

徳

ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
皐
化
の
問
題
-
z
i
-
-
:
:
:
:
経

済

事

士

青

近
世
絞
油
業
の
生
産
機
構
i
t
-
-
-
-
j
i
t
-
-
:
j
i
-
-
経

済

磨

士

住

説

括

責
本
及
び
費
本
形
成
理
論
の
二
元
性
:
・
i
z
-
-
t
:
:
個

済

事

士

中

ド
マ
シ
ヂ
ヨ
ン
、
村
落
と
田
舎
共
同
盟
-
j
i
-
-
:経
済

事

士

宮

附

録

叢

文

摂

博

士

高

葉

報

外
岡
雑
誌
論
題

韓

震
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P
E
S
，p
 l

 
l
 

'E，
/
 

1:1 
f司谷山永本《

μ 

又 庇 興 保でf二ア
仁E勇 秀 清

馬一一一ー一一'£

z
 

f
ニ一一

敬二夫行ヨた賓



ワ

Jレ

ド
於
げ
る
動
早
化
の
問
題

d

ブ

ス

三 位
FJ 

秀

夫

山

最
近
経
済
理
論
内
部
に
於
て
動
摂
的
部
門
が
願
者
な
る
波
肢
を
示
し
司

L

あ
る
こ
と
は
周
知
の
半
貨
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
関
聯
し
て
と
ふ
に
次
の
問

題
が
提
起
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
料
済
制
論
内
部
に
於
て
静
事
と
動
裂
と
の
二
つ
の
部
門
は
如
何
な
る
連
絡
を
有
す
る
か
。
布
来
の
静
回
申
的
均
衡
則
論
が

現
貫
へ
の
接
近
の
所
消
一
山
山
猿
引
」
で
あ
る
と
す
件
ぼ
、
泌
す
正
川
声
、
が
山
町
し
つ

L

あ
る
動
向
措
仙
川
州
諭
に
到
し
て
如
何
な
る
意
味
内
巾
縫
駄
を
形
成
す
る

で
あ
ら
う
か
。
縦
横
理
論
が
明
論
と
し
て
の
統
一
的
構
成
を
要
求
す
る
以

f
、
此
等
の
却
は
ぽ
動
指
化
の
問
題
が
常
然
提
起
さ
る
〈
き
で
あ
ら
う
。
便

宜
l
、
五
日
ミ
は
先
つ
、
前
串
的
均
衡
問
諭
山
直
接
的
越
川
に
於
て
此
の
劫
山
常
化
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
ー
と
す
る
、
一
般
均
衡
有
の
制
仙
明
者
円
思
惣
に
注

意
し
、
と
お
に
一
世
ミ
の
上
司
‘
の
開
閉
山
め
解
決
{
応
持
一
歩
主
飢
刊
す
こ
と
に
し
た
い
c

ワ
ル
ラ
ス
は
、
交
換
前
の
所
有
量
及
び
妓
用
曲
線
の
建
動
が
二
商
品
相
互
間
の
交
換
比
率
に
如
何
た
る
影
響
を
輿
ふ
る
か
、
を
分

析
す
る
に
先
立
っ
て
注
意
す
る
!
|
「
均
衡
債
格
成
立
法
則
を
立
て
る
に
営
っ
て
.
必
要
な
期
間
中
、
慣
悼
惜
の
要
素
に
鑓
化
及
し
と
偲

定
す
る
と
と
は
迎
論
家
の
構
利
で
あ
る
が
、

一
日
一
此
の
仕
事
が
終
れ
ば
‘
債
格
の
要
素
が
本
質
上
拘
鈍
化
す
る
と
と
を
想
起
し
・
そ
の

結
果
債
格
費
動
の
法
則
を
立
て
る
の
が
、
そ
の
義
務
と
な
る
。
此
の
義
務
を
と
L

に
履
行
せ
ね
ば
な
ら
ね
。
且
つ
債
格
成
立
の
要
素

は
又
憤
格
の
時
党
動
の
要
素
で
も
あ
る
か
ら
、
第
一
の
仕
事
は
直
ち
に

(5
ヨ主
E
Z
ヨ
2
4
第
二
の
仕
事
に
導
心
計
」
以
上
の
見
解
は

一
居
一
般
的
に
、
且
つ
具
情
的
に
売
の
如
〈
展
附
さ
れ
る
。
「
郡
山
明
的
制
掛
か
ら
動
準
的
観
拙

κ移
る
鴻
に
は
(
交
換
前
の
)
所
有
量
殺

ヲ
ル
一
フ
ス
に
於
げ
る
到
品
化
内
問
題

第
凹
十
七
巻

第

抗

一C
一五

~~ノ、

手塚';;:FLeon可Valras: El邑mentsdJeconomI4ぅ politiquepure，岳d.d岳f.， 1926. 
郎謡、純棒組昔奇襲要論、上容。
EJements， p. 103・ま1:謀、 p.130，. 

Elements， p. 301.向 p・370ーでは問胞の興件としてし所有量、生産物及'u生費
用役白殻用、生産保理主、J/lC.入の.i宵費助函街、但J韓某本の要求等いが列場され
てゐる。吏に亦、し致用は考務期間中谷交換訴事者にとって一定してゐると健

2) 



ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
指
化
む
問
越

川
及
び
欲
望
の
曲
線
等
々
の
問
題
の
川
阻
(
が
、

時
間
の
凶
数
と
し
て

第
民
十
七
谷

事存

競

一F
)

六

ノ、

(
2
2
}円円
R
E
E
F
四
百
司
郎
)
鑓
動
す
る
と
想
像
す
れ
ば
、
充
分

、、、、
守、】

、也、
、、、H 

ぜ
あ
る
。
か
く
て
同
定
さ
れ
た
均
術
(
一
が
-
E
Z
F
E
r。
)
は
焼
鈍
さ
れ
る
に
従
っ
て
再
建
さ
れ
る
動
的
均
衡

(
Z
5
2
E一-
z
o
z
E
Z
O

に
特
化
す
る
of
一

ご
ロ
ロ
M
c
r
一一3
z
η

ロ山
[
m
w
F
一GVM戸
Z
F
L
c

一口
γ
ロ】仇山口】。告白『ロ一

2
P
5
2ロ
志
向
吉
正
吉
2
2
c
z
E恥
)

か
L

る
動
皐
化
崎
、
若
し
「
動
的
過
程
し
ど
し
て
の
泥
貨
の
経
椅
佐
、
内
作
昨
貼
に
於
け
る
無
数
の
静
的
均
術
欣
能
山
内
系
列
i
c
視
や
る

r ::1， 
0句 l こ

と
し
に
於
て
、
比
較
附
加
一
の
現
品
川
(
「

2
6ミ
主
石
川
ヲ
山
口
ど
が
成
立
す
る
と
寸
れ
ば
、
比
較
間
態
論
的
と
し
て
特
徴
づ
け
得
ら
れ
よ

い
ふ
ま
で
も
お
く
ワ
ル
ラ
ス
は
ト
ぃ
記
の
原
則
一
的
注
意
を
残
し
た
の
み
で
あ
っ
て
そ
の
動
車
的
則
論
を
宙
開
現
す
る
こ
と
佐
〈
終
〔

J

た
が
、
書
々
は
そ
の
立
場
を
立
入
っ
て
考
察
す
る
潟
に
、

一
例
と
し
て
、
彼
の

「
資
本
化
及
び
信
肘
の
方
判
明
式
」
を
上
記
の
原
則
一
に

北
川
い
て
動
感
化
し
て
世
か
う
ロ

資
本
化
及
び
信
用
の
方
程
式
が
、

そ
れ
が
含
む
未
知
数
の
敬
と
同
じ
数
だ
け
の
、

(守エー
ω
E
i
T
凶
『
十
}
)
個
の
↑
々
程
式
よ
り
成
る
こ

と
、
市
川
表
の
一
示
す
如
〈
で
あ
る
。

唱 も

m= 

』

2今7

〔

】

〕

日
h

uw
栴
這
痔
号
潜
清
診
、
伊
主
持

出
何
回
開

3
3議
論
山
府
H
V
，
常
持

帽
昨
』

f
号
吋
耳
榊
岬
設
僅
建

Sur-常
料

出
昨
回
開
遠
山
崎

B
捨
三
僻
作
車
窓
拙
作
。

c
s
h噌
仲
凱
斗

b
，
完
持

brmm
意
志
設
作
掃
海
地
』
m
B
H心
構
附
訓
斗
「
，
言
kn

蛍
一
直
前
1H岬

M
T
5
B茶
伊

出
hbm
雄
作
、
込
山
山
明
伸
却
斗
廿
諮
k
h

当
直
前
琳
V
官
去
作
需

~fg送
路
震
倍
強
作

E
h』
帯
伸
一
刻
J
『

b
，言
M
F

〔凶〕
〔

白

〕

〔

品

〕

〔

白

〕

〔由〕
〔

叶

〕

号、

tモ:

タチ

~~ -
惇

言
峰
三
世
世
記
信
一
在
日
，

:コ
、、
~ 

、、
守、

M
仲
H
V
n
A叩

E
S奈

】

、
ミァ

ミ=
h 

H 

h

一
ド
海
三
由
時
E
世
匹
宗

4
5肱

N
仲

q
h
m
e
B禁

戸、
』

町

円い
v

一旬、-
円、v，.. 

、
N 

』。子、。芝、
h

H

!

、
守、

話
一
よ
計
H
J
U
T
E
-
記

J

時
長

¥しょ
-

h
しょ
J

同

岸川
h
L
m
E
宝
章

h、】、d
b 

h也
専守

や、

実
k
f
E
三
嶋
崎
長
信
者
{

定すz。とれによので彩、は圭kJtJたる表現のうちに時間企降伏的にしか視はし
品ぬことが出来る。若し反針に 妓IJJが時聞の両教として担化す晶も四でるる
とすれば、問題の巾に時間が陽表的に視~'L-¥純情静摺より劃j患に入ることに
なる oi (Elements， p. 7雪・ ';/l器 p・97.) といふが如奇妓述にも注意されたい。
杉本祭ー稿 計量料掛車内最近の波注にりいて、 ・;情論可護第一巻第二披
p. 42(，.前後参照。
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〔

恒

〕

ぎ
薄
M
f
斗パ

蓮
J
門

3
亙
河
端
4
2
μ

芝
刈

F

白書目一昨
M
f
卦
3
4
u
時
期
斗
H
C
，古田司、円

同

〔

』

〕

片

山

〕

吉

〕

4
3
a
J凡

T
A
H
F
崎
山
明
守
主
h
円

】

(
目
、
~
+
日
ミ
+
問
、
十
]
)

(
守
、
+
日
ミ
+
同
+
】
)

今
生
庵
物
、
生
時
用
役
、
及
び
同
定
資
本
財
の
市
相
切
に
於
て
需
給
の
均
衡
が
、
時
勤
九
に
於
て
、
上
記
の
方
程
式
組
織
が
一
不
す
債

格
に
於
て
、
成
立
し
た
と
し
、
此
の
欣
態
を
山
内
務
黙
に
と
り
、
山
川
且
問
題
の
輿
件
は
、
同
定
資
本
財
数
量
古
川
び
そ
れ
に
基
づ
〈
も
の

を
除
い
て
は
、
(
従
っ
て
欲
望
及
び
技
悔
の
朕
怠
並
び
に
本
頃
的
生
存

4

用
役
の
攻
量
が
)
不
唆
で
あ
る
と
す
る
。
然
る
時
、
時
結
九
に
初
ま
る

一
期
間
(
便
宜
上
こ

?
z
t申
零
年
度
と
呼
迂
山
町
は
、

「
た
と
へ
経
内
欣
態
が
(
純
貯
帯
が
古
什
，
れ
す
る
と
い
ふ
UU
味

μ
於
て
)
進
少
的
な
あ
る
と

し
で
も
、

純
資
本
は
方
策
寸
る
州
問
に
続
く
明
川
に
到
づ
一
二
一
初
め
て
機
能
し
始
必
る
が
欣
に
、

経
情
欣
搭
は
依
然
と
し
て
同
町
態
的

コ引『泊恒刷、，ュゆ
d

F

E

，.，凶，也、

で
あ
る
。

然
し
乍
ら
突
の
期
間
(
今
こ
れ
を
第
一
年
度
と
呼
ぶ
)
が
、
例
へ
ば
時
給
九
(
伺
L
3
H
子
十
】
)
に
於
て
始
ま
る
や
、
新
資
本
が
「
問
題

の
所
阻
(
の
け
恥
初
の
費
化
と
し
て
」
機
能
し
始
め
る
結
果
、

山
地
に
汗
々
は
綿
製
動
の
過
程
に
入
り
込
む
が
、
此
陀
h

日
々
は
上
記
の
原
理
を

適
用
し
て
そ
の
結
川
市
を
兄
ょ
う
。
先
づ
此
の
興
件
の
時
党
動
は
各
個
人
に
於
て
資
本
同
用
役
の
交
換
前
の
所
布
量
件
付
・
:
:
・
が
増
加
し
た

こ
と
に
現
れ
る
が
、
此
の
増
加
の
大
さ
は
彼
が
前
の
期
聞
に
需
要
し
た
新
資
本
の
量
仇
?
w
i
-
-
に
依
作
ず
る
。
従
っ
て

( 

】

同
) 

山
『

(
F
)
H
d
b
S
τ
3
F
L
(
三
)

或
は
よ
り
一
般
的
に

，画、

ー

唱
(
司
+
】
)
リ

d
b
(
4
(市

)

w

L

(
担

)

)

t~ 
) 

ワ
ル
ラ
ス
に
於
げ
る
到
向
型
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

第

裁

一O
七

ニ
六
五

】

第六経済事論集日~I;河~~棄と;資本利子Elements， 1叫 on24・ f訂安井琢磨稿:
務第fu、十挽参照。
Elément~， p. 260; p. 302. 
Elemenb， p. 302. 
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ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
車
化
目
問
題

告存

披

第
四
十
七
巻

一一六六

O 
A 

友
る
闘
係
が
成
立
つ
。
た
ピ
此
の
駄
に
於
て
の
み
受
動
せ
る
興
件
の
下
に
、

上
記
の
方
程
式
組
織
が
一
不
ナ
如
き
均
衡
欣
態
が
第
一
年

度
を
泊
じ
て
市
場
を
支
配
す
る
と
巧
へ
ら
れ
る
が
、
此
の
結
裂
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
各
未
知
数
の
第
一
年
度
の
均
衡
値
が
第
零
年
度

の
そ
れ
と
具
る
と
と
は
明
か
で
あ
る
。

L
H

々
は
と

L
K
新
し
き

~三四】
)
w
h
v
w
t
L
W
h
P
E
j
-
-
毎
々
を
得
る
。

此
等
の
第
一
年
皮
に
形
成
さ
れ
た
資
本
も
亦
、

始
ま
る
と
す
る
)

に
於
て
で
あ
る
。

そ
れ
が
機
能
し
始
め
る
の
は
第
二
年
」
以

は
以
に
百
丸
山
h
日
々
は
は
を
援
問
し
つ
¥
新
し
き
均
術
主
肢
を
上
記
の
方
程
式
机
…
織
に
よ
っ
て
樹

(
司
ぞ
れ
は
h
-

十
回

l
r
-在
る
時
拙
か
ら

!

f

-

J

1

 

h
l
 
五¥
;:!' 

17.) 

れ
tl_1 

均
術j
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a: 
>J九

，j") 
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t
7
5
 

PHH必
汀

ν
冊
除

一
で
山
々
に
一
松
々
の
伺
持
法
ぴ
教
主

ω
時
↓
光
州
b
L
得
る
が
、

U
J

パ
十
司
J
こ

J
一

l
j
l

系
列
が
髭
動
を
合
む
と
と
は
一
一
い
を
倹
た
ぬ
。

以
上
に
於
て
引
々
は
絞
桝
設
展
を
時
期
を
院
討
し
っ
、
税
察
し
た
。

こ
れ
が
鳩
得
ら
れ
た
時
系
仰
は
不
連
続
の
も
の
、
階
段
献
の

も
の
で
あ
っ
た
。

引
々
は
、
此
の
不
連
頼
性
を
根
本
か
ら
除
去
し
得
ね
に
し
て
も
、
単
位
期
間
を
傾
く
と
る
と
と
に
よ
っ
て
漣
絞
的
た

る
も
の
に
接
近
せ
し
め
得
る
。
何
れ
に
せ
よ
、

そ
れ
が
時
間
的
経
過
に
作
ふ
費
動
を
一
示
す
以
上
、
何
ら
か
の
意
味
に
於
て
動
接
的
な

も
の
と
宥
倣
し
得
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
ワ
ル
ラ
ス
が
考
へ
た
動
接
的
理
論
は
ま
さ
に
か
〈
の
如
き
方
法
の
も
の
で
は
左
か
っ
た
で
あ
ら

う
か
。

ワ
ル
ラ
ス
は
静
山
県
は
直
ち
に
動
向
単
に
導
く
と
い
ふ
が
、
五
口
々
の
説
明
は
静
撃
的
理
論
の
直
接
の
適
用
に
於
て
た
さ
れ
た
。
又

ワ
ル
ラ
ス
は
均
衡
債
格
を
成
立
せ
し
め
る
要
素
が
直
ち
に
均
衡
債
格
を
餐
動
せ
し
め
る
要
素
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
軒
々
に
於
け
る
資

本
用
役
の
各
個
人
の
交
換
前
の
所
有
量
-
は
ま
さ
に
か
ミ
る
畑
山
格
決
定
要
素
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
更
に
亦
、

ワ
ル
ラ
ス
は
、
問
題
の

山
(
件
が
時
間
の
函
教
と
し
て
時
鈍
化
す
る
と
想
像
し
さ
へ
す
れ
ぼ
鳩
山
事
的
税
制
上
り
動
車
的
制
黙
に
移
る
、
と
い
ふ
が
、
賓
際
上
記
の

例
に
於
て
方
程
式
日
叉
は

M
は
時
間
の
函
教
と
し
て
師
変
化
す
る
問
題
の
興
件
を
興
〈
る
も
の
で
あ
り
、
軒
々
は
た
E

こ
れ
だ
け
で
も

簡単の~、ぞれが属す z個人及び同定安本川又同;:，.(7)月I役の稀刻を表寸前2
字を省略した。又 4が q(t)を合むのは、 d(t)ば LJ投入の消費超過額寸を以で協は
れ墨が、 ζ の内には純貯帯(るpargne)の他沓闘定??本・1ftの償却部分及び保険
料を合むが故に、資本の純暫加分は 0t)，d(t)の附記?に依存ずる函数例へは/
(q， d)として表現さるべ〈、従って総省lは φ(q，d)~~グ十/をは亡去さるべきで
あると考へたからである。 阿より此の佐l教は脱却て核雑なる構蓬をもワが、
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つ
℃
動
的
均
術
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
-
|
以
上
の
展
開
が
ワ
ル
ラ
ス
の
動
準
化
の
方
針
の
貧
現
の
一
例
た
る
こ
と
は
今
や
疑
引
い
な

し、
。

以
卜
に
於
て
百
ミ
は
、
ワ
ル
ラ
ス
の
「
資
本
化
及
び
信
用
の
珂
論
」
を
謂
は
ば
、
動
向
型
的
に
略
解
し
た
。
か
ふ
る
四
何
回
肝
の
仕
方
は
又
「
流
通

及
び
貨
幣
の
理
論
」
"
に
も
適
用
し
得
る
。
而
し
て
純
済
獲
到
の
か
ふ
る
比
較
静
態
論
的
分
析
よ
り
一
定
の
純
済
皐
的
鴎
結
の
導
出
が
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
に
来
づ
〈
既
成
の
景
気
明
論
に
潤
す
る
建
設
的
清
算
も
可
能
で
あ
る
。
現
に
例
へ
ば
以

I
の
展
開
を
純
済
串
的
に
蜘
問
罪
す
れ
ば
、
貯
蓄
が
如
何
に
累

積
し
て
行
〈
に
し
て
も
、
そ
れ
は
凡
て
新
禿
本
の
形
成
に
定
で
ら
れ
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ツ
ガ
ン
・
パ
ラ
ク
ウ
丸
キ
l

，
シ
ユ
ピ
イ

。

ト
ホ
ァ
、
ハ
イ
エ
ク
等
、
、
の
不
比
例
試
の
某
本
命
題
で
あ
る
こ
と
は
す
H

を
空
た
由
。
然
し
こ
込
で
は
、
問
題
を
静
皐
的
均
衡
理
論
主
動
事
化
、
唯
此
の

一
一
貼
に
限
定
す
る
が
故
に
此
の
粘
に
は
此
以
上
立
入
ら
な
い
。

さ
て

b

ウ
イ
ク
セ
ル
、
ヒ
ツ
ク
ス
な

rに
あ
っ
て
は
、
均
衡
珂
河
川
が
静
単
的
で
あ
る
伐
に
は
、
資
木
敷
設
一
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
向
、
換
言
せ
ば
、

純
貯
蓄
は
火
"
で
あ
る
こ
と
を
官
官
ず
る
、
と
い
ふ
内
向
上
り

L
守
、
上
記
の
純
貯
苔
が
一
山
で
も
れ
で
も
よ
ろ
し
い
、
止
す
る
ワ
凡
一
マ
ス
の
シ
ス
テ
ム
ぽ
、

批
河
口
出
べ
品
一

L
の
ー
と
見
、
h
h
r
f
ο

品
川
し
下
L
1

ワ
也
}
フ
ス
の
「
合
中
化

Aυ
日
川
山
J
4
M

刊
式
』
が
か

2
L
一
一
訂
正
を
必
一
世
主
一
せ
府
こ
と
は
以
ー
に
よ
り

て
明
か
で
あ
る
。
同
し
て
、
正
目
立
の
見
る
所
に
従
へ
ば
、
か
お
る
訂
主
を
加
へ
ざ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
品
げ
的
均
衡
珂
論
は
寧
ろ
そ
の
本
質
的
意
義
を

槻
現
し
得
る
の
で
あ
る
。
此
の
黙
に
闘
し
て
は
向
静
壌
的
均
衡
の
構
想
白
抽
聞
が
ワ
ル
ヲ
ス
と
ウ
イ
ク
セ
ん
と
で
は
根
本
的
に
持
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば

な
ら
向
。
〉
」
L

で
は
た
だ
、
純
貯
帯
E
f
μ
な
ら
し
め
る
如
き
資
本
の
作
布
韻
は
任
意
の
も
の
で
は
あ
り
符
ず
、
寧
る
あ
る
特
定
の
大
さ
及
び
構
成
を
も

つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ヮ
ル
一
ア
ス
の
シ
ス
テ
ム
は
消
は
ば
任
意
内
奥
件
を
前
挺
す
る
に
潤
し
て
、
ウ
イ
ク
セ
ル
の
そ
れ
は
特
定
の
興
作
を
前
例
叫
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
注
意
し
、
詳
論
を
失
簡
の
詫
一
に
海
ら
う
。

(
註
一
)

ー
ー

前
節
の
妓
述
は
一
筒
の
壌
読
史
的
詰
襟
を
同
で
ぬ
が
、

こ
れ
を
子
懸
り
と
し
て
動
準
化
の
問
題
を
考
へ
ょ
う
。

然
ら
ぽ
以
上
の
ワ

ル
ラ
ス
の
方
針
は
如
何
に
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
か
。
;
!
と
は
、
静
事
的
均
衡
現
孔
酬
を
出
資
貼
と
し
て
動
事
的
問
題
を
庭
現
せ
ん

と
し
た
ワ
ル
ラ
ス
の
態
皮
は
、
或
る
意
味
に
於
て
、
肯
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
然
し
、
静
閣
宇
的
均
衡
理
論
が
そ
れ
白
健
一
個

ワ
ル
ヲ
ス
に
於
げ
る
劫
準
化
の
問
通

第
四
十
七
巻

二
六
七

第

競

O 
九

ここにはただ L時間D商設として境化 T己と想定ざるる問題の輿件寸を導入す
れば足るが放に、上司の知〈簡市にこれを表治するに止めた。
Elements， section VI.安井琢磨稿、資明日前1梼的均衡艇祷革論集第八巻第四競。
鍵本博課、 ツガシ・パラノウスキ』英団恐慌史論 pp. 187-232・ArthurSpie-
thoff: Vorhemerkungen 7.U einer ~rhe川ie der lJherprorluktion， Schmolle日

Jo.， 1902， SS. 267-305， inbes. S. ~:~i"I・ Delrselhe: Der Kapitalmangel in 
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ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
態
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

二
六
八

第

競

O 

の
仮
設
的
構
成
物
た
る
こ
と
を
忠
れ

τ、
か
L

る
偲
設
の
安
常
せ
ざ
る
現
貸
の
費
動
に
直
接
に
均
衡
問
担
論
を
適
用
し
、
以
て
動
事
的

問
題
を
解
決
せ
ん
・
と
し
た
方
針
は
誤
謬
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ね
。
以
下
此
の
主
張
を
詳
論
し
よ
う
。

(1) 

均
衡
迎
論
の
根
本
の
立
揚
が
粧
品
門
的
数
量
の
相
互
依
存
闘
係
の
重
要
硯
に
あ
る
と
と
は
一
戸
を
侯
た
お
が
、
相
互
依
存
関
係
が

電
製
で
あ
る
と
と
に
つ
い
て
、
絞
済
過
程
が
静
態
的
で
あ
る
か
動
態
的
で
あ
る
か
は
、
全
〈
問
題
で
は
左
い
。
費
動
し
つ
k

あ
る
枇

曾
経
済
に
あ
っ
て
も
同
一
時
割
に
あ
る
粧
桝
的
数
量
は
互
に
相
互
依
存
聞
係
ぞ
保
ち
、
伺
L
R

の
経
済
的
数
量
ば
一
つ
の
シ
ス
チ
ム
の

榊
成
要
業
と
し
て
兄
ら
れ
ね
ば
な
ら
れ
以
待
台
わ
る
。

十、

J
H
I
l

よ
ド
」
山
山
、
」
、

“心

U
一一ι
E
l
s
z
u

y

J

y

y

、t
h

v
;
r
Z
5
 

j

・，

相
一
心
付
布
劇
付
m
k
割
安
観
ず
る
一
一
般
均
衡

論
の
立
揚
皆
勤
接
的
問
題
に
ま
で
泊
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
人
土
く
疋
し
い
と
い
は
ね
ば
た
ら
ね
。

五
に
注
意
を
要
す
る
の
は
、
均
衡
理
論
が
含
む
媛
教
の
シ
ス
テ
ム
が
何
恨
め
て
包
括
的
な
こ
と
で
あ
る
。
精
献
の
お
ワ
ル
ラ
ス
を
去

っ
て
パ
レ
ト
に
つ
い
て
云
へ
ば
、
「
交
換
の
理
論
」
が
考
へ
る
世
界
は
、

。
人
が
互
に

m
種
の
商
品
を
交
換
す
る
と
す
れ
ば
、

昌
也
個

の
財
所
有
量
と
(
三

lH)
個
の
債
格
、
合
計

Z
E
E
-
H
)
個
の
鐙
教
の
シ
ス
テ
ム
を
以
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
o
か
、
る
健
一
数
系
は
、

多
商
品
相
互
間
の
交
抽
出
の
理
論
よ
り
出
焚
し
で
貨
幣
及
び
流
通
の
理
論
ま
で
進
む
に
従
っ
て
、
一
迩
次
航
大
の
一
路
を
辿
る
が
、
か
L
ゐ

る
費
数
系
は
、
そ
の
長
も
頗
え
さ
れ
た
規
模
に
於
て
は
、
若
干
の
動
皐
阿
有
の
諸
現
象
を
除
い
で
は
、
粧
品
何
朕
態
を
特
徴
づ
け
る
に

タ
イ
心
・
ヵ
!
ず

必
要
た
る
経
済
的
数
量
の
日
凡
て
を
飴
す
と
こ
ろ
左
〈
牧
容
し
、
若
し
そ
の
礎
教
の
経
過
凶
を
杭
〈
た
ら
ば
粧
桝
拙
変
動
の
全
貌
が
明

か
に
さ
れ
る
と
云
ひ
得
る
税
で
あ
る
。

か
く
の
如
〈
匂
析
的
危
叫
波
数
系
に
つ
い
て
相
一
且
依
存
関
係
を
考
へ
た
と
と
は
、
上
記
の
ワ
ル

号
ス
の
立
場
を
一
居
正
賞
た
ら
し
め
る
事
情
で
あ
る

D

か
〈
の
如
く
、
副
変
動
の
過
程
に
あ
っ
て
も
、
朕
汎
な
る
勝
一
数
系
相
互
聞
に
於
で
各
腕
聞
に
相
立
依
有
闘
係
が
存
杭
す
る
こ
と
を
、

f'!J.， 1909" SS. 1417'--'1437. 

IIicks; 
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責
要
視
し
た
の
は
た
し
か
に
ワ
ル
フ
ス
の
卓
見
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
h
h

に
前
節
の
愛
動
分
析
の
一
例
よ
り
本
H

却
に
者
取
さ
れ

然
も
者
過
を
詐
さ
ピ
る
事
責
は
、
一
喫
動
が
生
起
す
る
協
に
は
、
例
へ
ば
資
本
化
友
ぴ
信
則
の
方
程
式
が
一
不
ず
如
き
粧
品
川
的
数
長
相
互

間
の
同
一
時
賠
に
於
け
る
同
時
的
相
一
丸
山
依
存
関
係
の
み
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
川
或
は
凶
が
示
ナ
如
き
」
日
英
一
時
的
相
互
依
存

既
鴻
の
如
〈
ワ
ル
ラ
ス
は
、
輿
件
が
時
間

も
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
と
れ
で
あ
る
。

闘
係
(
一
コ
百
件
。
ョ
唱
。
E
ご
コ
音
色
。

τ
Z
2
2
)

の
函
数
と
し
て
唆
動
す
る
と
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
静
準
的
視
結
よ
り
動
撃
的
視
黙
に
移
る
こ
と
が
出
来
る
、

と
云
っ
た
が
、
此

の
命
題
の
原
埋
的
意
義
は
、
ヒ
記
の
如
く
、
此
の
想
定
に
よ
っ
て
異
時
的
相
立
依
存
関
係
が
経
済
的
数
量
相
互
間
K
規
定
さ
れ
る
、

と
い
ふ
こ
と
に
見
出
さ
れ
る
と
解
さ
れ
ね
ば
た
ら
お
。

:2) 

、r吋
b
'
h
勺
抗
、
パ
1

勺
遜
助
、
列
¥
主
年
1

ド
保
生
月
草
川
J

建
七
日
刊
日
7
h」

I4r一上
o

d一
f
i
1
U
[
f
L
4
1
1
J
J
げ

dAdi--1U
吋

[

7
斗

A
r
i
l
-
-

、

此
の
叫
叫

PM
ト
ト
叫
刊
し
一
一
外
側
人
双
び
れ
ι
V
4仁
は

所
奥
の
欣
態
よ
り
出
没
し
て
、
新
し
い
血
(
件
に
感
じ
て
そ
の
欣
態
を
よ
り
苦
き
も
の
た
ら
し
む
べ
く
経
済
計
書
を
再
編
成
し
、
此
の

経
済
計
費
に
基
い
て
粧
品
川
活
動
を
行
ひ
、
此
の
各
個
人
及
び
各
企
業
の
経
済
活
動
の
合
成
果
と
し
て
所
謂
経
済
駅
態
の
受
動
が
生
や

る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
五
口
々
は
前
節
に
於
て
か
も
為
る
事
態
を
想
定
し
つ
弘
、
そ
と
に
如
何
在
る
経
済
の
鍵
動
が
行
は
れ
る
か
を

記
述
し
た
の
で
あ
る
が
、
何
人
と
難
も
、
そ
こ
に
捕
許
局
さ
れ
た
も
の
が
か
L

る
鍵
動
で
あ
っ
た
と
と
は
否
定
し
得
た
い
で
あ
ら
う
。

此
の
描
窓
は
、
此
場
合
生
や
る
受
動
の
買
の
姿
を
一
示
す
も
の
で
は
な
い
に
せ
上
、
数
多
あ
り
得
る
中
の
一
の
姿
を
示
す
も
の
で
は
あ

ら
う
。
然
ら
ば
、
否
々
の
拍
潟
を
か
く
の
如
脅
或
る
一
つ
の
時
変
動
の
措
認
に
特
殊
化
し
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
。
先
に
資
本
化
及
び

信
別
の
方
程
式
に
基
い
て
構
成
し
た
崎
県
動
の
分
析
に
つ
い
て
見
る
に
、
第
叫
年
度
は
第
η
年
度
の
そ
れ
と
異
る
と
と
ろ
の
第
(
お
十
回
)

年
度
の
出
品
以
期
を
準
備
し
、

此
の
結
果
第
(
ヨ
+
ご
年
度
の
夫
々
の
経
済
所
勤
は
第

η
年
度
の
そ
れ
と
相
違
し
、

と
れ
に
従
っ
て
経

ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
勤
事
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

二
六
九

第

競



ワ
ル
ラ
ス
に
於
げ
る
動
車
化
の
問
題

第
四
十
七
怨

二
七

C

第

披

持
欣
態
も
亦
媛
勤
し
、
認
に
第
(
ζ
+

ご
年
度
の
そ
れ
と
相
同
県
(
る
第
(
忌
十
回
)
年
皮
の
出
張
賠
が
準
備
さ
れ
、

以
下
同
様
に
し
て
蛸
変
動

が
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
此
場
合
同
夜
駐
よ
り
新
し
き
経
済
欣
態
の
成
立
ま
で
を
説
明
す
る
も
の
は
、
静
撃
的
均
衡
現

論
に
他
た
ら
友
か
っ
た
の
で
あ
る
。
吾
-K

は
、
静
接
的
均
衡
恐
論
を
か
く
の
如
く
鎚
動
成
立
の
分
析
に
使
用
し
た
と
い
ふ
事
情
の
う

ち
に
、
上
記
の
特
殊
化
の
理
由
bw
一
見
出
さ
ね
ば
友
ら
お
。

都
内
干
的
均
衡
理
論
は
た
し
か
に
鑓
動
の
成
立
の
仕
方
の
理
解
で
あ
る
。

d
t
H
-
Z
1
r
、

/
午
1
ρ
J
A
4
f
A
n
q
s
ι

そ
れ
は
、
パ
レ
ト
と
共
に
云
へ
ば
、
所

もl

(1) 
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1

M

何

?

?

;

i

f

u

"
〉

'
;
r

人

ザ

7

J

、

|
:
E
U
J
1
f
'
B
-
e
B
E
E

F

炉
ぷ
器
量
当
守
主
ド
語
岡
山
対

程
の
記
述
に
他
な
ら
む
が
、
時
出
動
は
か
L

る
各
経
済
主
悼
の
週
際
の
合
成
川
市
と
し
て
も
た
ら
さ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
此

ω
意
味
に

於
て
、

ワ
ル
)
ア
ス
が
静
接
的
均
衡
理
論
を
動
車
的
問
題
に
泊
附
し
た
態
皮
は
、
午
日
行
さ
る
べ
き
一
而
を
布
す
る
。

然
し
乍
ら
、
静
接
的
均
術
理
論
が
現
解
す
る
如
き
挺
勤
の
成
立
は
、
果
し
て
如
何
な
る
仕
方
の
も
の
で
あ
っ
た
か
。
静
叩
伊
的
均
術

則
一
論
が
考
へ
た
諸
膝
過
程
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
叫
波
動
を
云
々
さ
れ
る
粧
桝
欣
態
は
要
す
る
に
各
経
済
主
酬
帽
の
経
済
活
動
の

合
成
果
に
他
な
ら
や
、
各
経
済
主
憾
の
経
済
活
動
は
そ
の
活
動
期
間
の
及
初
に
設
定
さ
れ
た
る
経
椅
計
書
の
中
山
賀
在
る
版
行
と
宥
倣

さ
れ
る
か
ら
、
此
の
問
題
を
細
川
く
潟
に
は
、
静
率
的
均
衡
迎
論
が
想
定
す
る
経
済
計
叢
の
内
本
を
吟
味
す
る
の
が
賢
明
で
あ
る
。
経

済
計
震
の
根
本
内
海
が
、
(
制
買
の
、
或
直
橡
恕
さ
れ
た
る
〕
牧
入
の
各
川
塗
へ
の
配
分
で
あ
る
と
と
、
而
し
て
此
の
配
分
の
規
制
者
が
市

揚
を
支
配
す
る
債
絡
で
あ
る
と
と
、

と
の
事
貧
は
一
一
三
日
を
倹
た
や
し
て
明
か
で
あ
る
が
、
刊
紙
に
看
過
し
難
い
の
は
、
崎
山
山
学
的
均
術
m
持
論

が
そ
の
経
済
計
書
の
規
制
者
と
し
て
、
そ
の
賓
行
の
結
処
合
成
果
と
し
て
市
揚
に
成
立
す
べ
き
、
均
衡
債
絡
を
前
提
し
て
ゐ
る
こ
と
‘

と
れ
で
あ
る
。
計
書
粧
済
の
指
導
者
去
ら
ば
そ
の
計
護
の
中
に
勝
来
生
起
す
べ
き
粧
品
何
現
象
を
織
込
み
得
る
か
も
知
れ
た
い
が
、
例



人
主
義
的
に
組
織
さ
れ
高
人
が
市
内
人
と
闘
ふ
競
争
枇
舎
に
於
て
、

競
争
の
結
川
市
を
競
争
促
先
立
勺
て
持
人
が
等
し
く
察
知
す
る
と
い

ふ
こ
と
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。

ワ
ル
ラ
ス
は
均
衡
成
立
の
震
の
議
備
的
模
索
の
段
階
を
仮
定
し
て
此
の
困
難
を
免
れ
た
の

へ
註
乙

で
あ
る
。

先
づ
交
換
の
模
索
に
つ
い
て
彼

以
上
の
説
明
を
補
ふ
震
に
、
交
換
及
び
生
産
の
模
索
に
闘
し
て
の
ワ
ル
ヲ
ス
自
身
の
説
明
を
援
用
し
て
置
か
う
。

は
次
の
如
〈
詑
〈
。

先
づ
消
費
目
的
物
と
消
費
用
役
と
の
み
の
市
場
を
想
像
す
る
。
「
此
ら
の
も
の
t

A

P

つ
ち
か
ら
偵
値
尺
度
止
し
て
探
挿
せ
ら
れ
た
る
物
を
以
て
表
せ
る

此
ら
の
物
又
は
用
役
目
償
栴
剖
ち
交
換
比
率
が
偶
然
に
叫
ば
れ
る
と
、
各
交
換
者
は
、
自
ら
一
定
期
限
の
消
費
に
比
較
的
に
過
分
に
所
有
せ

η一
と
伝

子
る
物
又
は
用
役
を
、
此
等
の
慣
仲
間
に
て
供
給
し
、
向
ら
不
充
分
な
り
と
信
ず
る
物
又
は
刑
役
を
需
要
す
る
。
か
〈
の
如
〈
に
し
て
各
商
品
の
有
設

な
る
漏
要
世
と
供
給
量
と
は
決
定
せ
ら
れ
る
が
、
浦
市
首
が
供
給
を
越
ゆ
る
物
の
悦
裕
は
騰
貴
せ
し
め
ら
れ
、
供
給
が
需
要
を
担
ゆ
る
物
の
償
持
は
下

請
せ
し
め
ら
れ
る
o

斯
様
に
し
て
叫
ば
れ
た
る
新
し
い
伺
柊
に
て
、
各
交
換
者
は
新
な
る
U
P
E
n而
安
し
、
供
給
す
-b
。
耐
し
て
人
ミ
凶
向
も
債
格
的

鴨
川
凡
V
へ
は
下
十
時
十
d

k

A巳

J

H

如、

1
ヘ
川
に
の
牧
北
川
川
役
刀
柑

E
2
叫
円
給
'
と
が
相
干
し
き
に
下
一
り
た

5
と
司
、
九
百
停
止
寸
P
Q
C

こ
の

J
吉
川
川
崎
は
幻
術

市
場
償
格
・
と
な
り
、
交
換
が
現
貨
に
行
は
れ
丸
一
。
」

也
九
に
、
生
涯
の
模
索
は
交
換
の
模
索
よ
り
も
梢
複
雑
で
あ
る
。
こ
、
で
も
模
索
運
動
は
有
款
に
は
行
は
れ
ず
、
此
町
一
場
合
取
引
は
均
衡
が
成
立
す

る
主
で
は
た
だ
坂
引
謹
書
の
上
で
(
富
『
「

2
E
)
の
み
、
卸
ち
偲
想
的
に
行
は
れ
る
と
偲
定
さ
れ
る
。
「
生
産
に
於
て
は
、
生
産
的
用
役
の
生
産
物
へ

の
獲
化
が
あ
る
。
用
役
の
或
る
筒
格
が
叫
ば
れ
、
生
産
物
の
或
る
量
が
製
造
せ
ら
る
う
も
、
此
ら
の
師
向
精
と
此
ら
の
量
と
が
均
衡
償
絡
と
均
衡
量
と

で
な
い
と
す
る
止
、
音
に
他
の
筒
格
を
川
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
の
み
で
な
〈
、
諸
生
産
物
の
他
の
量
を
生
産
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
交
換
の
問
題
に
於
て
と
同

ビ
f
、
生
産
の
問
題
に
於
て
も
、
波
容
な
る
模
索
を
賛
現
す
る
に
は
、
此
事
情
を
考
慮
中
に
加
へ
、
初
め
生
産
物
白
賀
備
が
偶
然
に
定
ま
り
、
次
に

そ
れ
が
そ
の
生
産
費
に
等
し
〈
な
る
空
で
、
此
の
貰
償
が
生
産
費
に
超
過
す
れ
ば
帯
加
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
責
併
が
生
摩
費
よ
り
も
小
な
ら
ば
減

少
せ
ら
れ
い
る
と
こ
ろ
の
、
生
産
物
の
惜
問
、
、
な
る
対
を
、
合
業
者
が
坂
引
読
書
で
表
し
て
ゐ
る
止
限
定
す
れ
ば
よ
い
。
主
た
地
主
、
努
働
者
資
本
家
、

は
、
同
様
に
、
先
づ
叫
ば
れ
た
る
債
陪
に
於
て
の
別
役
の
輩
、
次
に
此
の
川
市
役
の
需
要
と
供
給
と
が
均
等
と
な
る
空
で
、
此
の
需
要
が
供
給
に
超
過

し
又
は
不
足
す
る
こ
と
に
よ
り
品
騰
し
又
は
下
落
十
る
償
格
に
於
て
の
用
役
の
設
を
、
以
引
読
書
で
表
し
て
ゐ
る
と
偲
定
す
れ
ば
よ
い
。

然
る
に
向
第
二
の
複
雑
を
生
ぜ
し
む
る
こ
と
が
あ
る
。
交
換
の
場
合
に
は
、
一
度
均
衡
が
成
立
す
れ
ば
、
交
換
は
向
ち
に
行
は
れ
る
。
然
る
に
生

ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
劫
晶
子
化
の
問
題

策
四
十
七
巻

日 一男ヨ，

競

七
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ヲ
ル
ラ
λ

に
於
け
る
勤
単
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

七

第

競

四

産
は
或
る
期
聞
を
必
要
と
す
る
。
私
は
此
期
間
を
純
粋
に
単
純
に
捨
象
し
て
、
此
第
二
の
困
難
を
解
決
し
よ
う
。

か
く
の
如
〈
に
し
て
、
生
産
の
均
衡
は
先
づ
原
理
的
に
守
口
市
M
E
E官
)
に
成
立
す
る
。
次
に
此
の
均
衡
は
、
考
察
さ
れ
る
期
間
に
於
て
問
題
の
輿

件
に
務
化
な
け
れ
ば
、
此
の
期
間
中
に
製
遣
さ
る
べ
き
生
産
物
と
牧
集
さ
る
べ
き
用
役
と
の
相
互
的
引
渡
に
よ
っ
て
有
数
に
守
口
常
t
高
E
E
C
成
立

す
る
。
」

向
、
念
の
匁
に
一
耳
へ
ば
、
此
の
仮
定
の
定
員
は
、
静
接
的
均
衡
関
前
を
次
の
批
難
か
ら
解
於
す
る
こ
と
に
存
ず
る
。
批
維
と
は
夫
の
如
し

o
y
l

均
衡
担
論
の
方
程
式
組
織
は
た
し
か
に
、
一
旦
均
衡
が
成
ー
し
た
と
す
れ
ば
均
衡
を
保
脅
す
る
で
る
ら
う
債
格
の
シ
ス
テ
ム
が
任
窓
の
状
況
の
下
に

於
て
掛
(
と
も
一
り
は
存
杭
す
る

C

い
斗
己
主
を
示
し
て
は
む
晶
、
燃
し
そ
れ
以
上
の
何
も
の
で
も
な
い
三
然
し
た
だ
こ
れ
だ
け
の
事
鴨
川
だ
け
で
以

t
、
此
の
批
判
い
ん
の
俗
的
刊
の

v

ス
F

ム
か
広
b
に
支
配
寸
'v
と
は
一
目
ヘ
沿
い
。
幻
衡
が
成
立
す
る
ま
で
に
白

W
H
定
酌
に
せ
よ
司
者
L
何
ら
か
の
他
的
簡

格
の
シ
λ

テ
ム
が
成
立
す
れ
ば
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
て
倒
格
の
均
衡
的
シ
ス
テ
ム
が
異
な
っ
た
シ
ス
テ
ム
と
な
る
こ
と
.
現
に
マ
ア
シ
+
ル
の
『
物

物
交
換
に
づ
い
て
」
(
「
原
開
」
附
録
)
の
分
析
が
示
す
如
〈
で
あ
る
。
か
〈
て
要
す
る
に
そ
れ
は
、
一
且
成
立
し
た
と
す
れ
ば
、
均
衡
を
保
設
す
る
で

あ
ら
う
償
絡
の
シ
ス
テ
ム
を
指
示
し
伺
る
け
れ
E
も
、
均
衡
が
成
立
し
た
と
き
貸
際
に
支
配
す
る
で
あ
ら
う
伯
祐
四
シ
ス
テ
ム
を
決
定
し
得
る
も
の

で
は
な
い
。
均
衡
成
立
迄
に
辿
ら
れ
る
一
歩
/
¥
が
均
衡
の
僚
件
を
慶
更
し
、
か
〈
て
終
局
の
牝
訟
を
麓
更
す
る
以

1
、
興
件
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
均

衡
の
扶
態
を
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。

以
上
に
よ
っ
て
静
準
的
均
衡
理
論
が
理
解
す
る
均
衡
の
成
玄
過
程
、
従
っ
て
野
一
動
の
成
立
過
程
が
如
何
に
特
異
友
も
の
で
あ
る
か

は
、
明
か
に
さ
れ
た
c

次
に
、
此
の
理
論
の
越
周
に
於
て
、
卸
ち
比
較
静
態
論
的
に
分
析
さ
れ
た
る
受
動
が
如
何
に
特
殊
化
さ
れ
た

出
世
一
動
で
あ
る
か
、
現
賓
の
費
動
と
如
何
な
る
距
離
を
有
す
る
か
ぬ
を
見
ょ
う
。
此
の
潟
に
は
、
例
設
と
し
て
用
び
ら
れ
た
前
節
の
援

劃
の
分
析
に
と
れ
を
引
き
首
て
t
A

考
へ
れ
ば
よ
い
。
第
零
年
度
が
始
ま
る
時
動
4
M
に
於
て
‘
取
引
読
書
の
仮
定

(
で
ご
ち
F
2
0
斗

Z

tcロ
印
)

に
よ
っ
て
、

一
春
に
、
瞬
間
的
に
、
均
衡
が
成
立
す
る
。

ワ
ル
ラ
ス
の
所
謂

「
議
備
的
模
索
の
段
階
」
或
は
「
均
衡
の
原
理

的
樹
立
の
潟
の
抽
出
備
的
模
京
の
段
階
」
(
一
位
写

E
2
4
9
2
E
E
Z
E
Z戸
田
空

bZE--】

E
5
2
2め
品
。

--EC一
F
E
E
E二
め
て

2
E
-ケ
毘

E
M
宮

2
2可
。
)
が
こ
れ
で
あ
る
。

'h
に
於
て
均
衡
が
成
ー
す
れ
ば

印
刻
向
ふ

一
単
位
剃
聞
の
間
此
の
均
衡
依
絡
に
於
て
の
生
産
物
、

Wa1ras: EJements， pp. ~14-~I5・ :rB語、 pp.巧 0--25[， 向養本化及び信用の
現諭に於ても同様の模索が前提せられる。 (pp.259-.260.) 
此の般に関しては、担12普絹r.':iの粧調理論 pp..13-34・参照。
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3) 



生
産
用
役
等
々
の
引
渡
が
初
ま
る
。

こ
れ
卸
ち
「
静
事
的
均
衡
の
段
階
」
(
立
E
O
F
f
一
正
巳
一
H
r
5
2
己
三
ロ
O
)
或
は

「
輿
件
不
鑓
の
易

合
、
考
へ
る
期
間
中
、
約
定
に
従
っ
て
行
は
れ
る
と
こ
ん
の
生
産
用
役
及
び
生
産
物
の
引
波
に
闘
す
忍
均
衡
の
、
最
初
か
ら
の
、
有

放
な
る
樹
立
の
静
接
的
段
階
」

(
一
お
写
言
。
ω
Z
E
4
5
L
こ
ぶ
戸
一
】
一
一
由
。
E
g
h
。
p
n
F
H
「
P
F
2
0
《
一
。

一肌〔』口己Fr「
OM山一回宮「hF一戸一一〈『mwEGロ

《
】
命
的

(-。ω』】『czz=∞}》OELP一ユ一同戸、司
h
-

一qLO
ユ
ο

門

2
当
官

ω
円
。
コ
回
一
L
品
』
品
。
、
ロ
ロ
同
門
C
Z
L
常
一
。
=
円
9
2
4
σ
ヨ
ロ
ゆ
旬
、
ω
M
H
ロ
印

問
。
『
ぐ
目
A
U角
川

ω
官

-
d
L白
内
庁

Eiω
凸
門

与
さ
同
2
2
2
1
2
2
ヨ
-
2
L
2
5弘
2
L
Z
勺

g
t一
言
主
で
あ
る
。
新
し
く
形
成
さ
れ
た
同
定
資
本
財
が
一
牧
入
U
消
費
超
過
額
」

E
と

引
抽
出
へ
に
賞
際
に
引
波
さ
れ
る
の
も
、
此
の
第
二
段
階
に
於
て
ピ
あ
一
る
。

か
、
る
取
引
の
巾
に
第
一
苓
年
皮
は
暮
れ
て
時
鮪
'eh
に
於
て

第
〕
年
度
が
明
け
る
や
否
や

此
の
興
件
費
動
と
共
に
即
刻
時
鞘

h
に
於
て

新
資
本
の
機
能
開
始
に
よ
っ
て
奥
件
が
一
一
変
す
る
が
、

再
び
模
索
が
行
は
れ
、

一
事
に
し
て
『
祈
状
勢
に
照
慨
し
た
均
附
が
波
立
ナ
ァ
ヨ

i
-
k
hリ
;
川

j
h
E
E川
川
ヘ
j

門
司

t
ー

U
F
I
f
-
-
u
H

ト
ぃ
、
.
P
J

昨
山

バ
M
ワ
J
ι
4
1布

ミ
ー

l

p

一、

't叶

υ
J
、戸

f
t

し
い
均
衡
慣
格
に
於
け
る
、

か
く
の
如
き
が
、

-
動
山
中
的
均
衡
」
(
司
t
p
持
母

生
産
物
及
び
生
産
用
役
の
引
波
が
賀
施
せ
ら
れ
る
。

-
ぷ
吉
田
}
】
『
『
ぬ
と
E
E
4
5
又
は
「
阻
(
件
費
動
に
よ
る
均
衡
の
絶
え
ざ
る
撹
飢
と
か
く
て
撹
乱
さ
れ
た
均
衡
の
不
断
の
再
建
と
の
動
皐

的
段
階
」
(
ち
回
目
。
と
E
ヨミ
5

含

5
z
r
一
σ
g
z
z
z
s
。
一
宏
一
-
2
E
一
一
一
一
百
円
》
E
L
2
n
r
E
H刊
O
E
2
5
L
E
】
切
の
a
L
Q
E芯
E
E
L
ゆ
み
E
S

『
一
一
担
2
U虫
d

同
町
♀
】
戸
山
口
宝
山
一
L
O
一
、
出
《
吉
H
一
一
寸
吉
弘
E
一
円
四
(
v
z
r
一
応
)

と
ワ
ル
ラ
ス
が
呼
ん
だ
も
の
に
相
対
す
る
で
あ
ら
う
。

然
し
乍
ら
現
貨
の
経
消
帥
変
動
は
と
巴
誌
に
一
不
さ
れ
た
如
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
何
人
も
直
ち
に
こ
れ
を
否
定
す
る
で
あ
ら
う
。
現
資

に
於
て
は
、
任
意
の
奥
件
複
合
韓
巴
(
と
が
奥
へ
ら
れ
る
時
期
h
と、

こ
れ
に
割
膝
せ
る
経
済
的
数
量
の
均
術
値
複
合
鰭
、
卸
ち

均
術
航
態
閏
(
と
が
成
立
す
る
時
賠
ι
'
r
は
、
静
撃
的
均
衡
理
論
の
考
へ
る
所
と
は
異
っ
て
、

相
違
す
る
時
駒
で
あ
り
、
此
の
中

間
期
間

(
F
P
)

に
於
て
所
謂
摩
擦
現
象
褒
生
し
、
限
に
D
が
全
幅
の
作
用
を
愛
揮
し
て
ι
に
於
て
E
を
見
る
に
到
っ
た
と
ナ
る
も
、

ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
回
申
化
の
問
題

第
四
十
七
巻

二
七

第

i弘h

王L

官官ここで問題の興什1として列場せるものは既にこれを叙
Elements， p. 302. 
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べた。

4) 
5) 



ワ
ル
ラ
ス
に
於
け
る
動
皐
化
的
問
題

第
凶
十
七
巻

-(:; 

p司

第

競

」ー

ノ、

時
賭
九
に
於
け
る
経
済
以
態
国
(
「
)
は
、
軍
に

D
の
み
で
な
く
‘
叉
此
の
中
間
期
間
に
於
け
る
摩
擦
現
象
に
も
規
定
さ
れ
る
と
と
.

仙
川
も
ワ
ル
ラ
ス
自
身
が

「
模
索
を
以
て
し
か
進
行
し
川
ぜ
一
て
然
も
模
栄
資
現
以
前
問
題
の
興
件
波
動
の
鴻
に
新
し
い
水
準
の
一
上
で
改

め
て
模
涼
が
始
め
ら
れ
れ
似
ば
た
ら
血
こ
と
に
よ
っ
て

J
吊
に
均
衡
に
向
っ
て
拡
近
し
つ
¥
絶
え
て
到
述
せ
し
こ
と
な
き
動
的
市
場
」

こ
コ
、

C
K
H
L
5
周

一

-

〉

'ka

。

}
/
一

L
吋
L

t

リ
r
2
4
立
く
て
ま
之

資
際
前
怖
の
一
一
叫
一
例
に
つ
い
て
一
お
っ
て
も
、

第
一
に
、
第
零
年
収
の
取
引
を
凡
て
均
術
的
た
ら
し
む

く
・
守
買
名
:
品
事
う
寺
市

1
Lこ

-

4

足
、
¥
コ
L

、
》
〉
一
、
立
よ
く
、

J
P
E
あ

ι
村
1
官、
4
骨

E
T
t
ド
ト
』
戸
(
Hノ

r
p
t
-
。
ρ
E
l
T
〈

凡
で
契
約
は
必
尚
ず
に
応
じ
て
巾
山
ら
れ
設
時
期
に
於
て
市
場
を
支
配

寸
る
偵
怖
に
基
い
て
締
結
さ
れ
て
行
〈
の
で
あ

p
、
第
三
に
新
資
本
も
軍
伏
期
間
粧
過
後
始
め
て
機
能
し
始
め
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
が
引
波
さ
れ
る
や
不
n

や
、
直
ち
に
機
能
し
始
め
、
か
く
て
問
題
輿
件
を
階
段
的
に
で
は
友
〈
連
続
的
に
務
改
し
て
行
〈
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
静
接
的
均
衡
理
論
が
均
衡
成
h
A
過
程
に
闘
し
て
抽
出
備
的
筏
索
を
限
定
し
て
摩
擦
を
全
部
的
に
度
外
硯
す
る
結
果
、
そ

れ
の
直
接
の
適
用
に
於
て
分
析
さ
れ
た
資
動
は
現
賓
の
そ
れ
と
活
か
に
途
き
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ワ
ル
ラ
ス
の
動
車
化
は
本

節
前
半
に
絞
ぺ
た
意
味
に
於
て
は
、
た
し
か
に
認
め
ら
る
べ
き
長
所
を
有
す
る
。
又
後
勤
の
ワ
ル
ラ
ス
的
方
針
に
よ
る
分
析
が
資
動

の
あ
る
一

つ
の
分
析
で
あ
る
と
と
も
承
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
乍
ら
A
F
円
以
後
に
論
じ
た
射
に
於
て
は
、
今
一
山
中
現
賞
に
接
近
さ

れ
ね
ば
な
ら
む
。
然
ら
ぽ
、
そ
れ
は
如
何
在
る
方
法
を
以
て
友
さ
る
べ
き
か
。
此
の
問
題
に
闘
し
て
、
隣
近
願
著
友
る
設
展
を
一
不
し

つ
t
A

あ
る
動
皐
部
門
の
こ
た
潮
流
、

貨
幣
的
景
気
理
論
と
故
事
的
動
態
現
論
と
は
夫
々
そ
の
指
導
的
埋
論
家
に
上
る
解
符
を
有
す

る
。
次
の
機
舎
に
於
て
五
日
々
は
此
の
解
答
宇
一
検
討
し
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

(
註
一
)

此
の
雌
に
闘
し
て
ヲ
ル
ラ
ス
と
封
比
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
は
、
「
均
衡
一
般
惑
が
最
初
か
ら
成
干
し
て
ゐ
る
こ
主
」
を
俄
定
ず
る
ウ
イ
ク
セ
ん

の
均
衡
理
論
で
あ
針
。
と
こ
ろ
で
、
均
衡
理
論
を
か
〈
の
如
き
も
の
と
し
て
構
成
す
る
と
き
初
め
て
、

止
資
本
量
不
措
置
純
貯
蓄
零
と
い
ふ
僚
件
を
均
衡
僚

心-unnarMyrdal: Prisbildningsproblemet och föränd日 rlíghet~n ， 1927. Erik 
Lin<lahJ: P口sbildningsproblemetsupplaggning fdin kapitaJteoatisk synpunJ乏し
Ekonomi~k Tidskrift， 1929， H1. 2， pp. 31-81. Ragl:t.ar Frisch: Statikl玉 og
Dynamiklξden okonomiske Teori， Nationalokonoll.l.bk Tid日 krift，1929， pp， 
321-379. 
'VickselJ: 
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件
の
一
っ
と
し
て
導
入
し
得
る
に
到
る
こ
と
が
注
志
さ
れ
ね
ば
な
ら
向
。

何
故
か
な
れ
ば
、

慨
に
純
貯
蓄
は
棋
と
し
て
も
、
入
T
f
任
意
の
輿
件
よ
り
問

廷
し
て
形
成
さ
れ
た
(
資
本
を
合
む
)
均
衡
は
、
資
本
町
権
成
が
出
俊
結
の
そ
れ
と
即
時
る
限
り
、

新
し
き
第
勤
(
純
資
本
内
部
の
構
成
胡
型
化
よ
り
生
ず
る
同
盟

動
)
を
胎
む
が
放
に
、

費
本
量
不
同
盟
な
る
均
衡
耽
惑
が
成
・
1
十
る
綿
に
ほ
、

奥
件
に
於
げ
る
資
本
数
量
の
構
成
が
、

か
ふ
る
陳
件
(
新
し
き
費
動
は
最
早

生
ぜ
ず
と
い
ふ
保
件
)
を
揃
し
得
る
如
き
も
の
止
な
ら
ね
ば
な
ら
ね
が
、
そ
の
こ
と
は
、

ワ
ル
ヲ
ス
の
如
〈
興
件
は
令
〈
符
志
で
あ
っ
て
よ
い
と
す
る
均

衡
理
論
の
下
で
は
不
可
能
で
あ
り
、

均
衡
が

一
旦
成
立

L
た
と
し
て
そ
の
均
衡
の
扶
態
の
性
質
を
記
越
す
る
こ
と
に
均
衡
問
諭
の
課
題
を
見
出
十
ウ
イ

ク
セ
ル
の
立
場
に
於
て
始
め
て
是
一
d
L
得
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ウ
イ
ク
セ
ル
の
後
綴
者
n
y

ン
ダ

I
ん
は
、

生
産
期
間
を
合
室
ざ
る
生
産
の
一

般
均
衡
よ
り
生
産
期
閣
を
合
み
資
本
を
合
む
そ
れ
へ
の
移
行
を
論
ず
る
に
悦
っ
て
、

「
先
づ
問
題
提
起
そ
の
も
の

L

巾
に
獲
化
が
起
っ
て
ゐ
る
こ
と
を

洞
察
す
べ
き
で
あ
る
。

前
の
州
場
合
に
あ
つ
で
は
均
衡
朕
態
は
、

需
要
一
出
数
及
び
生
産
係
薮
が
所
輿
で
あ
っ
で
、

務
倒
人
が
問
題
と
さ
れ
て

供
給
凶
致
、

ゐ
る
均
衡
諸
償
怖
を
既
に
知
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
前
挺
さ
れ
さ
へ
す
れ
ば
、

柑
閣
が
所
持
と
狩
倣
さ
れ
ね
ば
な
ら

ωc」
占
佐
官
し
で
ゐ
畠
が
、

此
の
静
態
的
状

こ
れ
は
よ
〈
ウ
イ
ク
セ
ル
珂
論
の
前
提
を
考
へ
抜
い
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。

此
的
場
合
は
、

そ
の
上
に
向
、

確
定
し
符
た
の
で
あ
る
が
、

い
ふ
ま
で
も
な
(
、

ド
品
川
知
み
の
均
衡
現
前
同
胞
(
件
め
仔
志

ワ
ル
ヲ
一
九
が
採
取
的
均
衡
州
論
を
同
盟
刊
の
川
週
二
此
鈍
油
川
し
よ
う
と
し
止
ー
と
寸
れ
は
、

性
を
前
促
し
な
け
れ
ば
仕
ら
ぬ
が
、

川
吋
な
る
何
件
山
一
卜
l
H
r
J
-

し
(
誌
が
や
一
合
心
)
均
衡
い
が
山
間
刀
す

E
仏
に
は
、

ゾ

d
i
r
i
t
:
4
-
B
I
)
一3

I
m
M
h
u
-
-
A
F
4
l
問
慨
す
号

J
市
グ
官

術
的
模
索
に
勺

V

て
の
四
四
定
が
必
要
'
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ワ
ル
ヲ
ス
が
此
の
償
え
を
設
付
た
所
以
は
、
静
観
的
規
論
の
動
皐
化
を

巾
し
亡
、

主
こ
、

2
f
 

定
聞
し
た
銭
と
摺
測
さ
れ
ね
で
あ
ら
う
か
。

(
附
記
)

λ

あ
る
数
理
経
済
問
弔
例
究
の
一
部
分
を
な
す
。

記
し
て
日
本
車
術
仮
興
舎
に
探
謝
の

本
稿
は
日
本
田
市
平
術
振
興
命
百
円
援
助
の
下
に
行
ひ
っ

意
を
表
す
る
。
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皐
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